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 For everyone’s Smile 

 

コロナウイルス感染防止対策に、生徒・教職員の皆さんで取り組んでいただき、

保護者の方々の御理解と御協力を得て、県高校総体、地区中学校総合体育大会が無

事に終了できましたことに感謝申し上げます。 

新型コロナウイルスに関しては、山形県において新規感染者が０人という日がみ

られるようになりましたが、これからも with コロナの中で、児童・生徒の学びを継

続できるよう、引き続き感染防止対策をお願いします。 

 

☆学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について☆  

 平成 31 年１月 25 日、中央教育審議会において「新しい時代の教育に向けた持続

可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的

な方策について」（答申）が取りまとめられました。 

答申では、学校の業務だが必ずしも教師が担う必要のない業務の一つとして部活

動を挙げ、部活動の設置・運営は法令上の義務ではなく、将来的には部活動を学校

単位から地域単位の取組みにし、学校以外が担うことも積極的に進めるべきとされ

ています。 

令和５年度以降、休日の部活動の段階的な地域移行を図るべく、県教育委員会で

は国の委託を受け、研究を開始しているところです。各学校は、県の部活動の在り

方に関する方針を遵守して、時間や約束を守った活動をし続けるとともに、保護者

及び地域に活動の方針を御理解いただくことが大切になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （山形県における運動部活動の在り方に関する方針  概要版より）  

   

 部活動は、異年齢との交流の中で、好ましい人間関係を図ったり、自己肯定感を 

高めたりするなど、教育的意義が大きい活動です。地域に移行することで、異年齢 

の交流や、好ましい人間関係の幅をさらに広げたり、自己肯定感が高まるチャンス 

をさらに増やすことができたりする活動をしていきましょう。 

 

裏面に続きます。  

働き方改革 通信 

適切な運動部活動の運営  

 中学校  高等学校  

週あたりの休養日  平日１日以上、週休日（土・日曜日）１日以上  

１日の活動時間  平日２時間程度、週休日等３時間程度  

始業前練習  禁止   

保護者会主催の  

練習会  

主催しないよう理解と協  

力を求める  

 

部活動を補完する

クラブ等の活動  

部活動の活動時間と併せ

て上記基準内とすること  

 

 



 

《これまで寄せられている好事例》  

 

 

 

 

 

時間外在校等時間が 45 時間を下回っている中学校の事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆オンライン事例報告について☆ 

県教育委員会では、学校における働き方改革の好事例を随時オンラインにて受け付けて

おります。「もうすでに取り組んでいるだろうなぁ」と思うような取組みが、ほかの学校で

は気が付かなかった大きなヒントになることがあります。もうやっているだろうから・・

と思っても、各学校で実践されていることを是非オンラインでお寄せ下さい。どうぞよろ

しくお願いいたします。お寄せいただいた取組みについて、この通信にてご紹介させてい

ただきます。 

〇勤務時間外のおもな業務 授業準備・教材研究に関して 

 県教育センターでは、「授業づくり」リンク集が５月にアップされました。ICT はじめ授

業に役立つ情報サイトをすぐに活用できるよう集めたページとなります。 

《天童市立第二中学校》  

・部活動に関して 部活動の再編⇒適正部員数の確保 複数顧問制の維持  

・部の数の整理（外部委託） 外部クラブ活動に係る整理 

・電話対応の時間設定 概ね 7:30 から 18:30 

・１・2 学期の三者面談による通知表配付では、通知表の所見欄削除 

・道徳・総合の評価は年度末１回・課題テストの廃止 

 

《山辺町立山辺中学校》  

（１）コロナ禍における部活動の精選・見直し  

・部活動時間の短縮・短縮した活動時間の中で、効果を上げる練習プランの工夫 

（２） IC カードによる客観的な勤務時間管理  

・各自の勤務時間管理の効率化・合理化 

・在校等時間の推移を可視化（グラフ化）して職員に配付 

→勤務時間管理を意識することにつながり、前月よりも効率よく業務を進めること

を心がけた。結果として、在校等時間が縮減した。 

〈事例 2‐708〉 

部活動の年間計画を作成し、ホームページに掲載することで、生徒・保護者ともに、

見通しを持って活動に参加できるようになった。 

《遊佐町立遊佐中学校》  

・部活動２人体制をとり、交代での指導で「授業準備の時間」を確保 

・部活動に加入する生徒の減少により他校生徒にも呼びかけ、土日の活動は地域のス

ポーツ組織に移行する。また、指導者を地域のスポーツ組織に依頼する 

 

〈事例 2‐710〉 

休日に開催される各種大会参加についての制限はなく、校長の許可の下、連盟や協会

主催の大会へ数多く参加し、保護者の送迎も負担となっていた。そのため、中体連主

催以外の大会で年間に参加する数を３大会程度に限定した。 

働き方改革手引 二訂版より  


